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「10 の姿」②自立心 ～自信をもって行動する子どもを目指して 

園長 末永 寿宣 
 

本園では、発達段階に応じて、子どもたちの自立心

の育成を目標として、教育活動に取り組んできました。

自立心とは、子どもにとって「生活や遊びの中で、自

信を持って主体的に行動する力」だと考えるとわかり

やすいかもしれません。 

本園では、子どもの自立心を育むための援助や配慮

として以下のように取り組んでいます。 

始業式で園長先生の話を真剣に聞く子どもたち▶ 

*************************************************************************************** 

・子どもがやりたい活動を選べるよう、目で見てわかりやすい環境を整える 

・自分で考えて行動するための時間をゆったりと確保した生活の流れを作る 

・その日の流れを意識できるように個別に援助していく 

・一人ひとりの子どもの良さが友だちに伝わるように褒め、クラス全体の中で認め合う 

*************************************************************************************** 

それでは、その実践の一端を１月の教育活動の中からご紹介いたします。 

３歳 もも組 

 

▲大きなかぶの劇ごっこを楽しみました。自分たちで「やりた

い」とい気持ちが強くなり、工夫して仲良く楽しんでいます。 

▲「好きな遊び」では、「メモリーカード」で友だちと一緒に遊

ぶことで真似をしながら楽しめるようになりました。 

▶かまぼこの板を体の一部に乗せて、カゴの所まで運ぶ遊びをし

ました。頭の上に乗せて落ちないように運んだり、肩に乗せたり

して自分たちで相談しながら楽しむようになりました。 

２月号 



４歳 たんぽぽ組  

 

▲3 学期が始まることを喜び、イスにきちんと座って、最後まで話を聞くことができました。ま

た、巧技台を友だちと協力して運んだり、組み立てたりしながら、遊び場を作り楽しんでいます。 

▲劇ごっこが大好きで、役になりきって表現することを楽しんだり、友だちと同じイメージをもっ

て、同じセリフや動きをしたりして、楽しさを味わっています。 

５歳 すみれ組  

 

▲東京藝術大学より講師の先生をお招きし、銅版画制作に取り組みました。実際の銅版画をよくみた

り、触ったりしながら説明を聞いた後、ニードルを使って下絵を描き写しました。いつもとは違う描

き心地を楽しんだり、不思議そうにしたりしていました。次回の活動のお話も聞き、期待を膨らませ

ています。完成した作品は、卒園記念品として修了式にプレゼントされます。 

▲学級のみんなでかるた大会をしました。かるたをとおして、文字や数量への関心も高めました。か

るたが得意な友だちを素直に「すごいね！」と声をかけていました。「次は負けないぞ！」と意欲を高

める子もいました。 

 

 これからも自立心を育てるために、子どもの良さが友だちに伝わるように褒め、クラス全体の中で

認め合う雰囲気を大切にしてまいります。変わらぬご支援をお願いいたします。 


